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葉
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葉
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〇
新
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の
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い
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つ

〇
上
富
田
町
長
選
挙
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投
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日
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て

〇
上
富
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消
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居
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セ
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タ
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ら
せ
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育
委
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せ

〇
子
育
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世
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給
付
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い
て

〇
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

〇
上
富
田
町
長
選
挙
の
投
票
日
に
つ
い
て

〇
上
富
田
町
消
防
団
出
初
式
中
止
に
つ
い
て

〇
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

〇
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
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ら
せ

〇
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
長
の
奥
田
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
令
和

３
年
で
し
た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
頃
の
第
４
波
や
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
の
第
５
波
で
は
、
医
療
崩
壊

と
も
い
え
る
状
態
に
な
り
、
多
く

の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

経
済
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
本
町
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
医
師
や
看
護
師
、

薬
剤
師
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を

得
な
が
ら
、
高
齢
者
に
続
い
て
現

役
層
、
中
高
校
生
な
ど
に
順
次
対

象
を
広
げ
、
全
体
の
接
種
率
は
約

84
％
、
希
望
す
る
方
の
接
種
率
で

は
99
％
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
下
旬
頃
か
ら
の
３
回

目
接
種
が
早
急
に
で
き
る
よ
う
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
接
種
会
場
で

は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス

ム
ー
ズ
だ
っ
た
と
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
職
員
に
も
、
本
町

の
特
徴
で
あ
る
「
お
も
て
な
し
の

心
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　「
お
も
て
な
し
の
心
」
と
い
え

ば
、
本
年
の
紀
州
口
熊
野
マ
ラ
ソ

ン
も
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
２
月
６
日
（
日
）
か
ら
２

週
間
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
設
営

し
、
自
主
的
な
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
、

ラ
ン
ナ
ー
を
お
迎
え
し
ま
す
。
沿

道
で
の
温
か
い
応
援
が
人
気
の
当

マ
ラ
ソ
ン
で
す
の
で
、
ラ
ン
ナ
ー

を
見
か
け
ま
し
た
ら
、「
お
も
て

な
し
の
心
」
で
お
迎
え
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
は
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
・
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー

バ
ー
Ｚ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
の
フ
ァ
ン
を
お

も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
し
た
い

も
の
で
す
。

　
昨
年
の
10
月
に
は
サ
プ
ラ
イ

ズ
花
火
を
行
い
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
皆
さ
ま
の
笑
顔
、
忘
れ

か
け
て
い
た
感
動
が
込
み
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
や
和
歌
山
県
で
の

被
害
は
少
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

目
を
転
じ
て
み
る
と
、
静
岡
県
熱

海
市
で
の
土
石
流
な
ど
自
然
災
害

も
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
東
南
海

地
震
へ
の
備
え
も
怠
る
こ
と
な
く

行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
の
メ
ダ

ル
獲
得
の
話
題
以
外
に
も
、ス
ポ
ー

ツ
の
も
つ
力
に
よ
っ
て
、
人
々
に

勇
気
と
希
望
を
与
え
ま
し
た
。

　
さ
て
、「
誠
の
心
」
で
町
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
早
い

も
の
で
、
４
年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
中
心
で

あ
っ
た
「
未
来
を
託
す
子
ど
も
た

ち
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
小

中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
と
も
に
、

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
し
て
、
児

童
生
徒
一
人
に
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
学
校
の

先
生
に
も
ご
努
力
い
た
だ
き
、
未

来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
す
能
力
を

も
て
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
上
富
田
町
と
和
歌
山
の

経
済
を
一
層
豊
か
に
す
る
た
め
、

地
域
な
ら
で
は
の
産
業
、
特
産
品

の
開
発
を
も
視
野
に
入
れ
る
「
紀

州
く
ち
く
ま
の
熱
中
小
学
校
」

は
、
県
内
の
各
地
域
で
の
講
座

や
、
分
校
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

動
き
が
あ
る
な
ど
、
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り

で
は
、「
ク
マ
イ
チ
（
熊
野
を
自
転

車
で
１
周
走
る
コ
ー
ス
）」
を
は
じ

め
周
辺
自
治
体
と
も
歩
調
を
合
わ

せ
、
紀
南
の
地
域
全
体
が
豊
か
に

な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
第
５
次
上
富
田

町
総
合
計
画
の
基
本
理
念
『
明
る

く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
地
方
創
生
は
、
経
済
面
に
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
た
ス
ポ
ー
ツ
サ
ロ
ン
は
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
来
た
選
手
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
利
用
も
盛
ん
で
す
。

健
康
寿
命
（
健
康
な
状
態
で
日
常

生
活
を
し
て
い
る
期
間
）
が
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
介
護
予
防

に
も
な
る
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
高

齢
者
向
け
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
体
操
）

な
ど
に
取
り
組
む
町
民
の
皆
さ
ま

も
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業

し
て
い
た
食
育
交
流
セ
ン
タ
ー
も
、

「
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
　
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
」
と
装
い
を
新
た
に
し
て
営
業

を
再
開
し
ま
し
た
。

　
昨
年
末
に
は
生
馬
地
区
に
大
型

ス
ー
パ
ー
が
開
店
し
ま
し
た
。
上

富
田
は
「
暮
ら
し
や
す
い
町
」
と

い
う
評
判
を
え
て
、
町
制
施
行
以

来
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
だ
れ
か
一
人
の
功
績
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、先
人
の
方
々

の
ご
努
力
と
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
今
後

も
ま
す
ま
す
の
発
展
を
す
べ
く
、

一
歩
一
歩
着
実
に
、
上
富
田
町
を

よ
り
よ
い
町
と
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
　
元
旦

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
議

員
は
年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
を

出
す
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
紙
上
を
も
っ
て
年

賀
の
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議
　
　
　
長
　
大
石
　
哲
雄

副
　
議
　
長
　
田
上
　
明
人

議
　
　
　
員
　
山
本
　
哲
也

　
　
〃
　
　
　
正
垣
　
耕
平

　
　
〃
　
　
　
家
根
谷
美
智
子

　
　
〃
　
　
　
中
井
　
照
恵

　
　
〃
　
　
　
吉
本
　
和
広

　
　
〃
　
　
　
松
井
　
孝
恵

　
　
〃
　
　
　
樫
木
　
正
行

　
　
〃
　
　
　
九
鬼
　
裕
見
子

　
　
〃
　
　
　
山
本
　
明
生

　
　
〃
　
　
　
木
本
　
眞
次

-1-　-2-

町
長
　

奥
田
　
誠

  

議
会
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

長
選
挙
の
投
票
日
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
選
挙
期
日(

投
票
日)

　
令
和
４
年
１
月
30
日(

日)

〇
時
間

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
上
富
田
町
役
場
で
期
日
前
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期

間
は
次
の
と
お
り
４
日
間
と
な

り
ま
す
。
入
場
券
の
郵
送
に
日
数

を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が

入
場
券
が
無
く
て
も
、
選
挙
人
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
日
投
票
に
行
け
な
い
見
込

み
の
方
は
期
日
前
投
票
を
お
願

い
し
ま
す
。

〇
期
間

　
令
和
４
年
１
月
26
日（
水
）か
ら

　
令
和
４
年
１
月
29
日（
土
）ま
で

○
時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時  

　
ま
で

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

　
上
富
田
町
で
は
平
成
18
年
か

ら
、
町
民
の
方
で
障
害
の
あ
る

ご
本
人
や
、
障
害
の
あ
る
方
を

支
え
て
い
る
ご
家
族
お
よ
び
支

援
者
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
法
人
へ
委
託
し

て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
相
談
方
法
と
場
所
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

出
張
相
談
日
を
設
け
ま
す

相
談
日
　

　
毎
週
火
曜
日

時
間
　
　

　
午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
　

　
上
富
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
２
階
生
活
相
談
室

 

・
相
談
員
と
役
場
職
員
が
対
応

い
た
し
ま
す
。

 

・
障
害
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

 

・
事
前
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
状
況
に
よ
り
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

 

・
出
張
相
談
に
行
け
な
い
場
合

や
、
相
談
日
以
外
に
お
困
り

の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
電
話
で

の
ご
相
談
も
可
能
で
す
。
直

接
以
下
の
事
業
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
事
業
所
に
つ
い
て

場
所
　
　

　
田
辺
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階

　（
田
辺
市
高
雄
一
丁
目
２
３
‐
１
）

事
業
所
名

　
西
牟
婁
圏
域
障
害
児
・
者

　
相
談
セ
ン
タ
ー
　
に
じ
の
わ

☎ 

２
６
‐
４
９
２
３

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（
⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
例
年
１
月
上
旬
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
上
富
田
町
消
防
団
出

初
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

総
務
課
　庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　
　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　
　
　
☎ 

３
３
‐
７
０
９
２

　
町
営
住
宅
の
入
居
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所

定
の
手
続
き
に
従
っ
て
、
い
ず
れ

か
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
募
集
住
宅
２
戸

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
１
‐
５
号

　
　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
　
建
築
年
度
　
平
成
５
年
度

　
　
家
賃
（
１
５
，
３
０
０
円

　
　
～
２
２
，
８
０
０
円
）

・
生
馬
橋
住
宅
９
号

　
　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
　
建
築
年
度
　
平
成
23
年
度

　
　
家
賃
（
２
０
，
９
０
０
円

　
　
～
３
１
，
１
０
０
円
）

　
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

②
募
集
対
象

　
上
富
田
町
内
に
住
所
ま
た
は

勤
務
場
所
を
有
す
る
者

③
申
し
込
み
用
紙
の
配
布

　
期
　
間

　
　
令
和
４
年
１
月
４
日
（
火
）

　
　
か
ら
１
月
14
日
（
金
）
ま
で

　
場
　
所

　
　
上
富
田
町
役
場
　
建
設
課

④
申
し
込
み
受
付

　
期
　
間

　
　
令
和
４
年
１
月
17
日
（
月
）

　
　
か
ら
１
月
26
日
（
水
）
ま
で

　
場
　
所

　
　
上
富
田
町
役
場
　
建
設
課

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

⑤
抽
選

　
日
　
時

　
　
令
和
４
年
２
月
３
日
（
木
）

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
１
‐
５
号

　
　
午
前
10
時

・
生
馬
橋
住
宅
９
号

　
　
午
前
11
時

　
場
所

　
　
上
富
田
町
役
場

　
　
　
　
　
２
階
大
会
議
室

⑥
入
居
条
件

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

　
納
が
な
い
こ
と

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と
。

問 

建
設
課
　
管
理
班
　
　
　
　

　（
⑭
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
４
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上
富
田
町
長
選
挙
の

投
票
日
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者 

募
集

障
害
福
祉
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て

上
富
田
町
消
防
団
出
初
式

中
止
に
つ
い
て
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◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

　田辺税務署における確定申告書作成会場の開設期間は下表のとおりとなっております。

　なお、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、申告書の作成は、ご自宅からのe-Tax申告をご案内し

ております。

　また、所得税の還付申告に係るご相談については、２月１５日までは事前予約なしに申告相談をお受けし

ています。混雑状況によっては、時間をおいての再来署や後日の来署をお願いする場合もありますので、ご

理解とご協力をお願いします。

　会場内の混雑緩和のため、申告書作成会場への入場には、入場できる時間枠が指定された「入場整理

券」が必要です。なお、「入場整理券」の発行方法は、次の２方法となります。

①オンライン事前発行（ＬＩＮＥの公式アカウント経由で２月１日相談分から発行）

　※申込可能日は１月２２日（土）からとなっております。

②当日発行（会場入口配付：当日発行分のみ有効、配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合もあり

　ますので、ご理解とご協力をお願いします。）

　※混雑状況により、入場整理券でご案内する時間枠が前後する場合があり、お待ちいただくことがあり

　　ます。なお、待合スペースは庁舎外に設営するため、ご利用される方は防寒対策をお願いします。

申告書の作成・送信は、国税庁ホームページから

スマートフォンで!さらに

令和３年分からはさらに便利に！
スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を自動入力

スマホ専用画面の対象範囲が拡大

【対象所得】
・給与所得・雑所得・一時所得
・特定口座年間取引報告書（上場株式等の譲渡所得等・配当所得等）
・上場株式等の譲渡損失額（前年繰越分）

かんたん・便利♪

NEW

NEW

申告書の作成はこちらから！

＜税務署における確定申告書作成会場への入場について＞

・マスクの着用、入り口等での手指消毒　　　　・必要最小限の人数での来場

・会場内に筆記用具は用意しておりませんので、筆記用具等の持参

・入場時の検温を行い、３７.５度以上の発熱がある場合など、感染防止の観点から適切でないと判断し　

　たときには、入場をお断りさせていただきます。

＜申告書作成会場での感染症対策にご協力ください＞

田辺税務署　☎ ０７３９-２２-１２５０（代表）問

会　　場 開設期間 受付時間 入場整理券の配付

２月１６日（水）～３月１５日（火）

※土・日・祝日を除く

田辺税務署

１階 大会議室

９：００～１６：００

※混雑状況により早めに

終了する場合があります。

有

マイナンバーカードの交付・申請の夜間受付

顔写真撮影サービスと申請時来庁方式

平日の昼間に役場にお越しいただけない人は、次のとおり夜間受付を行いますのでご利用ください。

◆日時 1月13日(木)、1月27日(木)   午後７時まで　　◆場所　役場住民課①番窓口     
◆業務内容　マイナンバーカードに関すること（カードの受取、申請など）
　　　　　　必要書類については、事前にお問い合わせください。        
※住民票の異動に関する業務や住民票・戸籍等各種証明書の発行等は行っておりません。      

◆顔写真撮影サービス
　マイナンバーカードの申請を希望される方に対して、申請に必要な顔写真を撮影するサービスを行っています。
希望される方は役場①番窓口へお越しください。
◆申請時来庁方式による申請受付
　マイナンバーカードの受取時に窓口に来庁する「交付時来庁方式」に加え、申請時にのみ来庁する「申請時来庁方式」を始めました。
◆申請時来庁方式での申請から交付までの流れ
　①マイナンバーカードの申請時にご本人が来庁し、本人確認と暗証番号を設定　②後日、マイナンバーカードは本人限定受取郵便でご自宅に郵送
◆マイナンバーカードの申請に必要なもの
・申請書（お持ちでない方は窓口で発行いたします。）
・本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真無し２点、通知カードを紛失された方は顔写真付き１点＋顔写真無し１点が必要です。)
・通知カード（回収します。紛失の場合はお申し出ください。）　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ。）
※15歳未満の方、成年被後見人の方は必ず法定代理人が同行してください。
　申請に必要なものに加え、次のものが必要です。
・法定代理人の本人確認書類 　・代理権が確認できるもの（戸籍謄本等、同一世帯の親は不要）

問住民課 住民・環境班(①番窓口)  ☎47-0550



　『
脱
炭
素
社
会
（
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）』
と
は
、
社

会
全
体
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
を
抑
制
す
る
こ
と
。
や
む

を
得
ず
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

に
つ
い
て
は
違
う
形
で
吸
収

し
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
ゼ
ロ
を
目

指
す
社
会
で
す
。

　
急
に
脱
炭
素
と
言
わ
れ
て

も
、
意
味
や
目
的
が
い
ま
い
ち

わ
か
ら
な
い
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
は
関
係
な
い
と
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
世
界
中
で
脱
炭
素
社
会
を
目

指
し
て
い
る
理
由
は
、
地
球
温

暖
化
に
あ
り
ま
す
。
気
温
の
上

昇
は
、
異
常
気
象
や
大
気
汚
染

に
よ
る
健
康
被
害
や
、
生
態
系

の
破
壊
に
よ
る
感
染
症
の
拡
大

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

 

１
．
節
電

　
不
要
な
と
き
は

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

 

２
．
節
水

　
水
道
費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す

　
　
　 

３
．
食
品
ロ
ス
を
無
く
そ
う

　
買
い
過
ぎ
や
食
べ
残
し
に
注

意
し
、
保
存
方
法
や
調
理
方
法

を
工
夫
し
よ
う

４
．
ご
み
の
分
別
処
理

　「
分
け
れ
ば
資
源
」
を
実
践

し
よ
う

 

５
．
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践

　
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
加

速
減
を
減
ら
す

　
適
切
な
タ
イ
ヤ
空
気
圧
を
管

理
す
る

６
．
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

 

７
．
物
を
大
切
に
使
お
う

 

　
今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
だ
け

で
な
く
、
他
に
も
脱
炭
素
行
動

と
呼
べ
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。
み
な
さ
ん
も
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

 

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２
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脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て

～
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

マイナンバーカードの交付・申請の夜間受付

顔写真撮影サービスと申請時来庁方式

平日の昼間に役場にお越しいただけない人は、次のとおり夜間受付を行いますのでご利用ください。

◆日時 1月13日(木)、1月27日(木)   午後７時まで　　◆場所　役場住民課①番窓口     
◆業務内容　マイナンバーカードに関すること（カードの受取、申請など）
　　　　　　必要書類については、事前にお問い合わせください。        
※住民票の異動に関する業務や住民票・戸籍等各種証明書の発行等は行っておりません。      

◆顔写真撮影サービス
　マイナンバーカードの申請を希望される方に対して、申請に必要な顔写真を撮影するサービスを行っています。
希望される方は役場①番窓口へお越しください。
◆申請時来庁方式による申請受付
　マイナンバーカードの受取時に窓口に来庁する「交付時来庁方式」に加え、申請時にのみ来庁する「申請時来庁方式」を始めました。
◆申請時来庁方式での申請から交付までの流れ
　①マイナンバーカードの申請時にご本人が来庁し、本人確認と暗証番号を設定　②後日、マイナンバーカードは本人限定受取郵便でご自宅に郵送
◆マイナンバーカードの申請に必要なもの
・申請書（お持ちでない方は窓口で発行いたします。）
・本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真無し２点、通知カードを紛失された方は顔写真付き１点＋顔写真無し１点が必要です。)
・通知カード（回収します。紛失の場合はお申し出ください。）　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ。）
※15歳未満の方、成年被後見人の方は必ず法定代理人が同行してください。
　申請に必要なものに加え、次のものが必要です。
・法定代理人の本人確認書類 　・代理権が確認できるもの（戸籍謄本等、同一世帯の親は不要）

問住民課 住民・環境班(①番窓口)  ☎47-0550



　
今
ま
で
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
次
の
①
ま
た
は
②
に
当
て

は
ま
る
方
は
、
令
和
３
年
度
の

対
象
者
と
な
り
ま
す
。
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機

関
に
予
約
を
し
、
体
調
の
良
い

と
き
に
接
種
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
対
象
者

①
令
和
３
年
度
に
次
の
年
齢
を

　
迎
え
ら
れ
る
方

②
60
か
ら
65
歳
未
満
の
方
で

あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
も

し
く
は
呼
吸
器
機
能
障
が
い

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が

い
を
有
す
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
方

○
接
種
間
隔

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
両

方
の
接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、

接
種
間
隔
を
2
週
間
以
上
あ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
金

　
３
，
０
０
０
円

○
実
施
期
間

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症

予
防
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
３
回
目
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン（
３
回
目
）

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

2
週
間
以
上
あ
け
る

⇦

年齢 生年月日 年齢 生年月日

65歳
昭和31年4月2日～
昭和32年4月1日 85歳

昭和11年4月2日～
昭和12年4月1日

70歳
昭和26年4月2日～
昭和27年4月1日 90歳

昭和6年4月2日～
昭和7年4月1日

75歳
昭和21年4月2日～
昭和22年4月1日 95歳

大正15年4月2日～
昭和2年4月1日

80歳
昭和16年4月2日～
昭和17年4月1日 100歳

大正10年4月2日～
大正11年4月1日

　「一年の計は元旦にあり」とあるように、次のポイントを参考にして昨年の生活習慣

を振り返り、新たに健康の目標を立ててみませんか。そして気持ちのいい健康づくりの

1年をスタートさせましょう。

1年に1回は、ご自身の健康状態を把握するた
め健診を受けましょう。特に異常
がなくても年々数値が変化して
いないか確認し、生活習慣を見
直す機会にしましょう。

今年の目標を立て、健康な1年を！

□健康診断を受けましたか？

　運動は、肥満や糖尿病などの生活習
慣病を防ぐほか、抵抗力を高める効果も
あります。買い物に行く際に、車を遠く
に停めて歩くなど、日常の中でも工夫し
て運動を取り入れましょう。

□体を動かしていますか？

　睡眠時には、成長ホルモンが分泌され、免疫
細胞が活性化します。また、睡眠の質が向上す
ると、ストレス解消や抵抗力アップにつながり
ます。早寝早起きを心がけ、睡眠の妨げとなる
就寝前の食事などは控えましょう。

□睡眠は足りていますか？

食事は栄養バランスに気をつけ、毎日おいし
く腹八分目を心がけて摂るようにしましょう。
タンパク質、ビタミン類、食物繊維(野菜、いも
類、海藻、きのこなど)を含む食品や発酵食品
(ヨーグルトや納豆など)を積極的に摂るように
しましょう。

□栄養は足りていますか？

適度なストレスは、成長やモチベーションに
つながりますが、強すぎるストレスは心身に悪
影響を及ぼします。自分にあった趣味や好きな
スポーツを見つけて、気分転換をしましょう。

□ストレス解消できていますか？
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【
接
種
が
受
け
ら
れ
る
方
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
２

回
接
種
し
、
２
回
目
の
接
種
を

終
了
し
た
日
か
ら
８
カ
月
以
上

経
過
し
た
方
。

【
予
診
票
等
の
発
送
時
期
】

　
２
回
目
の
接
種
を
終
了
し
た

日
か
ら
７
カ
月
後
を
目
途
に
、

事
務
局
よ
り
順
次
発
送
い
た
し

ま
す
。（
転
入
等
で
接
種
券
が
届

か
な
い
場
合
は
電
話
に
て
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。）

【
接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期
】

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
等
に

よ
り
、
接
種
日
を
決
定
し
、
順

次
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

【
接
種
回
数
】
１
回
接
種

【
接
種
場
所
】

　
当
面
の
間
は
、
上
富
田
文
化

会
館
・
上
富
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
集
団
接
種
を
行
う
予
定
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
に
、
後
日
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
費
用
】
無
料
（
全
額
公
費
）

【
接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
の
取
得
】

　
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
し
っ
か

り
情
報
提
供
を
行
っ
た
う
え
で
、

接
種
を
受
け
る
方
の
同
意
が
あ

る
場
合
に
限
り
接
種
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、

予
防
接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防

の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の

双
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、

自
ら
の
意
思
で
接
種
を
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
受
け
る

方
の
同
意
な
く
、
接
種
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
ま
で
の
流
れ

①
ハ
ガ
キ
、
予
診
票
、
予
防

接
種
済
証
（
臨
時
接
種
）
が

届
き
ま
す
。

②
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
を
行
い

ま
す
。

③
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
、

接
種
日
の
案
内
を
送
り
ま
す
。

④
指
定
さ
れ
た
時
間
に
行
き

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ま
す
。

【
当
日
の
持
ち
物
】

・
予
診
票

・
予
防
接
種
済
証（
臨
時
接
種
）

・
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
等
）

※
こ
の
情
報
は
、
12
月
10
日
時

点
の
情
報
で
す
。
そ
れ
以
降

に
、
国
よ
り
新
し
い
情
報
が

示
さ
れ
、
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問 

上
富
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
務
局

☎
４
７
‐
５
８
８
８

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
☆
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
青

春
塾
）
を
地
区
で
自
主
的
に
行

い
介
護
予
防
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
が
町
内
７
か
所
（
南
紀

の
台
青
春
塾
、
朝
来
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
青
春
塾
、
生
馬
青
春
塾
、

岩
田
青
春
塾
、
市
ノ
瀬
青
春
塾
、

岡
青
春
塾
、
峠
・
大
内
谷
青
春

塾
）
に
で
き
て
い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
踏

み
台
を
使
用
し
た
昇
降
運
動
や

椅
子
を
使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど

を
行
い
ま
す
。
有
酸
素
運
動
と

筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

両
方
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と

で
、
よ
り
効
果
が
得
ら
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
毎
週
１
回
集
ま
り
、

皆
で
楽
し
く
運
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

☆
グ
ル
ー
プ
の
紹
介

○
峠
・
大
内
谷
青
春
塾

令
和
３
年
８
月
か
ら
峠
・
大

内
谷
町
内
会
館
に
て
「
峠
・

大
内
谷
青
春
塾
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。

各
自
主
グ
ル
ー
プ
に
参
加
ご

希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

○
日
時
　

1
月
14
日
（
金
）

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

令和3年12月16日～令和４年1月15日
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住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
青　

春　

塾
）

行事名
 月  日
（曜）

場　　所 対　　象

4 か月健診 1月12日

(水)
上富田町

保健センター

令和3年9月生まれの方

10 か月健診 令和3年2月生まれの方

育児相談 (2か月 ) 1月13日

(木)

令和3年11月生まれの方

育児相談 (1 歳 ) 令和2年12月生まれの方

峠・大内谷青春塾　
ステップ運動の様子

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
に
つ
い
て



-7-

年
頭
の
ご
挨
拶

　  

教
育
長
　
宮
内
　
一
裕

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
よ
き
お
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
教
育
行
政
、

学
校
教
育
並
び
に
社
会
教
育
全

般
に
わ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
学
校
教
育

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
は
大
き
く
、
一
昨
年

は
全
国
一
斉
の
学
校
臨
時
休
業

や
夏
休
み
の
短
縮
な
ど
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
入

り
、
感
染
の
拡
大
は
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
幸
い
通
常
通
り
の
授

業
日
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
子
供
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
夏

休
み
中
の
プ
ー
ル
開
放
が
中
止

に
な
る
な
ど
、
様
々
な
行
事
が

中
止
や
延
期
、
大
幅
な
内
容
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
学
期
に
入
り
、
感
染
状
況

に
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
運
動
会
や
体
育
祭
は

制
限
付
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が

保
護
者
も
参
加
し
て
、
学
年
別

ま
た
は
半
日
開
催
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
延
期
に
な
っ
て
い
ま

し
た
修
学
旅
行
も
、
感
染
状
況

等
も
考
慮
し
て
訪
問
先
を
小
学

校
は
和
歌
山
県
南
部
に
、
中
学

校
は
三
重
県
に
変
更
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
修
学
旅
行
は
、
子

供
た
ち
の
楽
し
み
で
あ
り
、
大

き
な
教
育
的
意
義
が
あ
り
ま

す
。
無
事
実
施
で
き
た
こ
と
が

何
よ
り
で
す
。

　
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
パ
ソ

コ
ン
と
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整

備
し
て
、
多
様
な
子
供
た
ち
一

人
一
人
に
対
し
て
、
資
質
能
力

を
育
成
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
実

現
す
る
こ
と
で
、
学
習
指
導
要

領
が
目
指
し
て
い
る
主
体
的
、

対
話
的
な
深
い
学
び
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、

文
書
を
作
成
し
た
り
情
報
を
調

べ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
考
え
を
表
現
し
た
り
意
見

を
交
流
し
た
り
す
る
な
ど
様
々

な
活
用
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
な
ど

様
々
な
場
で
の
活
用
が
進
め
ら

れ
、
活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
る
反
面
、
健
康
面
や

情
報
モ
ラ
ル
面
で
課
題
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
情
報
化
社
会
で
生
き
て
い
く

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
長
短
を

踏
ま
え
た
上
で
積
極
的
な
活
用

を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

◎
社
会
教
育

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
社
会
教
育
で

も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て

感
染
対
策
を
講
じ
て
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た

が
、
感
染
が
拡
大
し
た
時
期
は
、

他
府
県
と
の
交
流
が
制
限
さ

れ
、
一
部
の
事
業
は
中
止
や
延

期
に
な
り
ま
し
た
。
各
施
設
の

貸
し
出
し
は
で
き
る
だ
け
停
止

せ
ず
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施

し
た
上
で
活
動
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
当
地

方
で
も
状
況
が
厳
し
く
な
り
、

活
動
の
自
粛
を
お
願
い
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
事
態
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
た
頃

か
ら
は
、「
紀
の
国
わ
か
や
ま

文
化
祭
２
０
２
１
連
句
の
祭

典
」
や
「
か
み
と
ん
だ
健
康
福

祉
と
文
化
の
ま
つ
り
」
な
ど
が

対
策
を
実
施
し
た
り
内
容
を
変

更
し
た
り
し
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
延
期
、
再
延
期
と
調
整
を

図
っ
て
参
り
ま
し
た
令
和
３
年

成
人
式
は
、
残
念
で
す
が
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
記
念
品

と
し
て
上
富
田
町
の
特
産
品

を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
４
年
成
人
式
に
つ
い

て
は
、
感
染
対
策
上
制
限
付
き

な
が
ら
も
開
催
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
皆
様
に
安
全
、
快
適

に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

令
和
３
年
12
月
よ
り
生
馬
公
民

館
の
耐
震
改
修
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
当
分
の
間
、
休
館
と

な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス

タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
症
対
策
を
講
じ
、
皆
さ
ま
が

安
全
で
安
心
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化

活
動
・
公
民
館
活
動
等
多
く
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
町
教
育
行
政
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
町
の
活
性
化
が
図

れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
良
き
お
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
本
年
も
町
教
育
行
政
、
学
校

教
育
並
び
に
生
涯
学
習
の
振
興

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

教
育
長
職
務
代
理

　
　
　
　
　
　
池
田
　
千
秋

教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
栗
田
　
宏
美

　
　
　
　
　
　
植
本
　
宣
孝

　
　
　
　
　
　
深
見
　
将
史

ご
あ
い
さ
つ
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分
校
抱
き
峠
茶
屋
抱
き
山
眠
る

今
盛
る
熊
野
紅
葉
の
色
濃
ゆ
し

つ
り
橋
の
向
こ
ふ
三
軒
山
紅
葉

皮
脱
い
で
去
年
の
穴
に
蛇
入
る

冬
晴
の
雲
の
流
れ
の
急
な
こ
と

熊
野
路
の
山
柿
熟
れ
て
忘
れ
ら
る

中
村
千
恵
子

長
尾
　
則
夫

新
野
　
祐
子

片
倉
志
津
恵

中
井
　
文
子

片
倉
美
智
子

　
　
　
　

人
と
人
の
輪
は

人
ど
う
し
で
つ
な
が
っ
て
る

人
と
人
の
輪
は

仲
良
し
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
る

み
ん
な
で
手
を
つ
な
ぎ

地
球
よ
り
大
き
な
心
を
も
つ

人
の
輪
を
つ
く
り
た
い

図書館にあるよ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

聖域　　　　　　　　　　　　　　

九十八歳。戦いやまず日は暮れず　

すばらしい人体　あなたのからだをめぐる知的冒険

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おかあさんライフ。毎日一緒におさんぽ編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

翼の翼　　　　　　　　　　　　　

倒産続きの彼女　　　　　　　　　

朝と夕の犯罪　　　　　　　　　　

アフター・サイレンス　　　　　　

居酒屋「一服亭」の四季　　　　　

「やせたい」なんてひと言もいってないのにやせた1分ねじれ筋のばし

コムドットやまと

佐藤　愛子　　　

山本　健人　　　

たかぎ　なおこ　

朝比奈　あすか　

新川　帆立　　　

降田　天　　　　

本田　孝好　　　

東川　篤哉　　　

今村　匡子　　　

KADOKAWA

小学館

ダイヤモンド社

KADOKAWA

光文社

宝島社

KADOKAWA

集英社

講談社

サンマーク出版

　1月5日（水）～ 20日（木）まで、本の福

袋が登場します。どんな本が入っているか

は、開けてみるまでのお楽しみ。0 ～ 3 歳

児向け、保育所・幼稚園児向け、小学生向

け、大人向けがあります。ぜひ、ご利用して

ください。

図書館よりお知らせ図書館よりお知らせ

本の福袋のお知らせ

お間違えのないようご利用ください。

新年あけましておめでとうございます。

令和 4年は1月5日（水）から開館します。

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

じ
い
じ
似
の
獅
子
舞
好
き
な
孫
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
身
ぶ
り
手
ぶ
り
が
か
さ
な
る
二
人稗

田
　
満
代

除
夜
の
鐘
ひ
と
り
聞
き
つ
つ
床
に
つ
き
新
た
な
年
も
風
吹
く
ま
ま
に

山
口
さ
と
江

真
夜
中
を
運
動
会
の
如
か
け
る
や
が
て
毛
繕
い
八
ケ
月
の
君稲

田
　
和
代

（
投
稿
歓
迎
）

『
人
の
輪
』

　
　

市
ノ
瀬
小
学
校　

6
年

　
　
　

松
本　

そ
ら



　
去
る
11
月
16
日
岩
田
河
川
公

園
に
お
き
ま
し
て
、
上
富
田
町

体
育
協
会
主
催
、
第
24
回
町
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
上
富
田
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
の
多
大
な
る
ご
協
力

の
も
と
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

61
名
の
皆
様
に
ご
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
男
性
の
部

　
　
優
　
勝
　
峯
岡
　
尚
　
　

　
　
２
　
位
　
石
黒
　
勝
喜
　

　
　
３
　
位
　
中
松
　
宏
夫
　

　
　
４
　
位
　
森
脇
　
繁
　
　

　
　
５
　
位
　
田
中
　
淳
司
　

　
女
性
の
部
　
　
　
　
　
　
　

　
　
優
　
勝
　
笠
松
　
千
鶴
子

　
　
２
　
位
　
田
畑
　
弘
子
　

　
　
３
　
位
　
木
下
　
智
佳
子

　
　
４
　
位
　
宮
本
　
愛
子
　

　
　
５
　
位
　
植
本
　
ち
ず
枝

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
こ
二

年
近
く
、
学
校
教
育
活
動
に
は

様
々
な
制
約
が
生
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

可
能
な
限
り
児
童
に
と
っ
て
充

実
し
た
学
校
生
活
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
が
生
の
文
化
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
も
と
う
と
取
り

組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
お
で
か
け
音
楽
会
】

　
声
楽
と
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト

奏
者
か
ら
な
る
「
フ
ェ
リ
ー

チ
ェ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
演

奏
を
全
校
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
涯
を
た
ど

り
な
が
ら
「
ト
ル
コ
行
進
曲
」

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
な
ど
有
名

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
中
心
に
、

ジ
ブ
リ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
の

曲
も
聴
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
プ
ロ
の
深
く
美
し

い
音
色
に
浸
り
な
が
ら
、
心
地

よ
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
文
化
芸
術
鑑
賞
（
人
形
劇
）】

　
人
形
劇
団
「
ポ
ポ
ロ
」
に
よ

る
、
絵
本
で
も
有
名
な
『
じ
ご

く
の
そ
う
べ
い
』
を
全
校
で
鑑

賞
し
ま
し
た
。
絵
本
と
少
し
違
っ

て
地
獄
に
ス
マ
ホ
が
出
て
く
る

な
ど
、
現
代
版
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。
何

よ
り
人
形
の
動
き
や
音
響
効
果
、

地
獄
で
の
そ
う
べ
え
達
の
活
躍

に
目
を
奪
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
の
二
時
間
で
し
た
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
児
童
の

健
康
・
安
全
を
第
一
に
考
え
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
・
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
少
し
で
も

豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

学 学 
校校

紹紹

介介
岡
小
学
校

上位入賞者の皆様

競技の様子
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第
24
回 

町
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

叙
　
勲
　
受
　
章

　
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
　
元
第
２
分
団
分
団
長
　

　
　
　
浅
井
　
榮
志
さ
ん

　
　
　
　
　
　
73
歳
　
生
馬

　
12
月
７
日
に
町
役
場
に
お
い

て
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ

た
浅
井
榮
志
さ
ん
に
、
町
長
か

ら
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
浅
井
榮
志
さ
ん
は
、
昭
和
46

年
に
消
防
団
に
入
団
し
て
以
来

38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
民

の
生
命
・
財
産
を
火
災
等
の
災

害
か
ら
守
り
、
消
防
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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公民館からのお知らせ

◆開 催 日　令和２年２月１６日（日）
◆場　　　　所　市ノ瀬公民館
◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方
　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

問教育委員会事務局（市ノ瀬公民館担当） ☎ ４７-５９３０
市ノ瀬公民館（火・木・土・日を除く平日）　☎　４８-０３６６

生馬公民館

◆開 催 日　令和４年２月１１日（金・祝）・１２日（土）

◆場　　　　所　生馬小学校体育館

◆参加対象者　生馬地区に在住する方

　　　　　　および生馬公民館サークル等

第２５回　生馬公民館作品展

問教育委員会事務局（生馬公民館担当） ☎ ４７-５９３０

市ノ瀬公民館

◆開 催 日　令和４年２月２０日（日）

◆場　　　　所　市ノ瀬公民館

◆参加対象者　市ノ瀬・下鮎川地区に在住する方

　　　　　　および市ノ瀬公民館サークル等

第２２回　市ノ瀬公民館作品展

問教育委員会事務局（朝来公民館担当） ☎ ４７-５９３０
朝来公民館(木・日を除く平日) ☎４７-０５４５

朝来公民館

◆開 催 日　令和４年２月１２日(土)・１３日(日)
◆場　　　　所　朝来公民館（朝来コミュニティセンター）
◆参加対象者　朝来・岩崎・南紀の台地区に在住する方
　　　　　　および朝来公民館サークル等

第２２回　朝来公民館作品展

岩田公民館作品展

◆開 催 日　令和４年２月19日（土）・20日(日)

◆場　　　　所　岩田公民館

◆参加対象者　岩田・岡地区に在住する方および　　　

　　　　　　岩田公民館サークル等 

問教育委員会事務局（岩田公民館担当） ☎ ４７-５９３０
岩田公民館(土・日を除く平日) ☎４７-２０２０

岩田公民館出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

出品作品
募集！！

　上富田町では、高等学校、高等専門学校、専修学校、短期大学、大学に進学、在学し奨学金の貸与を希望

する方を対象に、下記のとおり募集を行います。

上富田町教育奨学金の貸与を希望される方へ令和４年度

無利子
貸 与

問 上富田町教育委員会事務局　学校教育班（奨学金担当） ☎ ０７３９-４７-５９３０

　　＊校内で締め切り日を設けている学校もありますので、直接、学校の奨学事務担当者に問い合わせてください。　

①募 集 期 間

②応 募 資 格

　令和４年 １月１１日（火）～２月２８日（月）

上富田町に住所を有し、貸与が必要と認められる方

④貸 与 期 間 正規の在学期間中（毎年更新手続きが必要となります。）

卒業後６ヵ月を経過した翌月より月賦償還

⑤申 請 方 法

⑥申請書類の提出

③貸与月額（予定） 高等学校 　　　　　　　　　　　　　　　　　　８,０００円

専門学校・短期大学・大学等 　２０,０００円

　現在、在学している学校で申請書類を受け取り、必要書類を作成の上、学校の奨学

事務担当者までご提出ください。（上富田町教育委員会においても、書類配布・受付が

できます。）

⑧そ　の　他 　算定基準額を設けております。算定基準額が世帯により異なりますので、一度お問

い合わせください。なお、貸付認定につきましては、規則に基づき審議会の審議のも

とに貸付可否が決定されますので、ご了承ください。

⑦償 還 方 法

イ，奨学生願書【本人および連帯保証人２名（親権者１名、親権者と同一世帯以外の方１名）　

　　  の署名・捺印が必要です。】

ロ，奨学生推薦書【在学する学校にて記入してもらってください。】

ハ，成績証明書【在学する学校に申請してください。】

ニ，所得課税証明書【同一世帯内で所得のある者全員および連帯保証人】

　　  ※同居している兄弟姉妹の所得課税証明書は必要ありません。



市ノ瀬公民館

　１１月２５日、参加者１６名でジオパークめぐりを実

施しました。

　午前の見学先は、南紀熊野ジオパークセンター。入

館後、約１４００万年前に起きた火山活動の映像を見

て紀伊半島の成り立ちを、そして職員の方からは展示

されている各コーナで説明をしていただき、自然や地

質に関することなど興味深く学ぶことができました。

　午後は、ガイドさんの説明を聞きながらの現地見

学で、初めに国指定天然記念物の「高池の虫喰い岩」

へ 。昔、海

の底だった

所が隆起し

て地表に現

われ、風化

により虫に

喰われたよ

うになった

岩を不思

議そうに眺める参加者の姿が見られました。

　昨年は紀伊浦神駅から湯川温泉まで歩いたので、そ

の先ということで、今年は11月26日に那智駅から熊野

那智大社・那智の滝へと歩きました。参加者は9名で、

語り部は昨年と同じ方にお願いしました。行きのバス

から、古道歩き、そして帰りのバスでも、いろいろなこ

とを話してくれました。

　朝、公民館に集合したときは霜が降りていて、今年

一番の寒さでしたが、那智駅に到着して歩き始めた頃

には、ほどよい気温となり歩いているうちに温まってき

ました。

　 スタートして

すぐに浜の宮王

子・補
ふ

陀
だ

洛
らく

山
さん

寺
じ

に着きました。補

陀洛山寺は浜の

宮王子の守護寺で、海の向こうに浄土があると信じら

れていた時代に、僧侶を乗せた船が出たところです。

再現した船が展示されていました。

　続いて少し生活道路のようなところを歩き、山に入

りました。ゆるやかな坂道で水田の跡を横に見ながら

　次に訪れたのは「牡丹岩」。岩全体の一部に牡丹の

ように見える所があり、参加者からは「まん中あたりに

有るのが牡丹の花に見える」「あれは蕾に見える」など

の声が聞かれました。

　最後に国指

定天然記念物

の「古座川の

一枚岩」へ。

そそり立つ高

さ約１００ｍ、

幅約５００ｍ

もある日本最

大級の巨大岩

盤に圧倒されました。

　昔、岩を好物とする魔物が一枚岩を食べようとした

時、里に住む猟犬が魔物を追い払ったという「守り犬

伝説」が心に残りました。毎年４月１９日前後と８月２５

日前後の数日間、夕日を受けて一枚岩に耳を立てた犬

のような影が浮かび上がり、この影が守り犬の化身で

あると言い伝えられています。

　ジオパークめぐりを通して、改めて南紀熊野の魅力

を感じ取ることができました。

上りました。途中、尼将軍供養塔がありました。子ども

を2人亡くした北条政子が、その弔いに訪れたことが

あったため、供養塔が建てられたということでした。

　山を下り、再び道路に出ました。10年前の水害の跡

が残っていて、当時の様子について聞きました。

　大門坂の手前で昼休

憩をとり、坂を上りまし

た。樹齢数百年の杉木立

の中の石畳を歩きなが

ら、遠い道のりを歩いて

来ていた古
いにしえ

の人たちに

思いを馳せました。大門

坂は約1kmで後半は石

段です。休憩を入れなが

ら、皆さん元気に上りま

した。

　1時間ほど上り熊野那智大社に到着。隣の青岸渡寺

にもお参りし、那智の滝に向けて下りました。滝にお

参りしてから、迎えのバスに乗り込み、那智を後にしま

した。この日は雲一つない快晴で、風もなく、語り部さ

ん曰
いわ

く「こんな日は1年にそう何度もない」という晴天

の中、無事行事を終えました。

　来年はどこを歩きましょう？

古道歩き（熊野那智大社・那智の滝）

岩田公民館

 ジオパークめぐり
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高池の虫喰い岩

古座川の一枚岩



　思い出したように年２、３回、倉庫の隅から電気乾

燥庫を引っ張り出し、ドライ食を作っています。

　１５年程前に、ある企業の展示会場で電気乾燥庫

を見て｢天日で乾かしていた切り干し大根は、これで

乾かしたら早くきれいに仕上がる｣と思い、衝動買い

したのが始まりです。

　ドライ食の材料は、主に自家栽培の大根やシイタ

ケ、柿、ユズの皮、趣味としては少々高くつくバナナや

リンゴなどです。その中から、切り干し大根と柿のドラ

イ食作りについて紹介します。

　大根３０本位を

用意して、妻に手

伝ってもらい千切

り器で切りながら

トレイに並べ、日陰

で半日水切りをし

ます。その後乾燥

庫に入れて乾燥を始めます。

　最初は４０度位から乾燥を始め、徐々に温度と湿度

を調整しながら５５度位の温度に近づけます。時間帯

により目覚し時計をセットして寝ることもあります。湿

度調整の関係で毎回仕上がり時間に差があります。約

４０時間の乾燥後、トレイを逆さまにして｢バン｣と叩く

と「カサッ」と乾いた音で切り干しが外れ落ちます。小

さなことですが、この時に一瞬の達成感を覚えます。

　料理メモ（ユーチューブより）

「切り干し約４０ｇ･豚肉約

１５０ｇ・生姜１かけ（千切り）。

切り干しは水でサッと洗うだ

け、豚肉は醤油小さじ１、片栗粉

小さじ１で下味をつける。豚肉を

ゴマ油で炒める。切り干しと生

姜を入れてゆっくり炒める。少

量の水を加えて蓋をしてゆっくり５、６分蒸し煮する。

水気が無くなったら火を止めて、かつお節をかけて出

来上がり」

　砂糖やみりんを加えなくても、切り干し大根の甘味

で充分な味になります。私はビールのつまみにも適し

ていると思います。

　次に柿チップの乾燥です。我が家の庭先には古くか

ら５本の富有柿があります。近年その柿は、カメムシ

と炭
たんそびょう

疽病で実に無残な果実となるので「手間仕事に

なるけどドライにしてみよう」と思いました。皮をむき、

痛んだ部分を取り除き、カットして大きさ別にトレイに

並べて乾燥させます。

　素材によっては、途中で糖分が出てトレイの底に張

りつくことなど、色 と々試行錯誤のドライ食作りでした

が、友による評価はどれも「後から甘さがくる」「意地

になって食べる」とのことでした。

岡　 松
まつ

場
ば

　一
かず

孝
たか

私のドライ食作り

〈生きがいを求めて　〉209

　生馬小学校の現校舎は、昭和５５年に建築され

ました。それまでの校舎は木造で、現在の運動場

付近に建てられていました。

　現在の生馬橋が完成した時と見比べています。

　２０年が経過する中で、商業施設や家屋等が大

幅に増えてきています。

写 真 で 見 る 今 昔 （生馬）

令和 3 年 4 月撮影 令和 2 年 10 月撮影

昭和 48 年撮影 平成 12 年撮影
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電気乾燥庫



　

　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方

②
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点

で
、
平
成
15
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養

育
す
る
方

③
令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
児
童
に
対
す
る
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
る
方

所
得
要
件

　
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
所
得
額
未
満
で
あ
る
こ
と
。

※
月
額
５
千
円
の
特
例
給
付
の

支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
対

象
外
で
す
。

支
給
額

　
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円

支
給
手
続

　
児
童
手
当
の
支
給
情
報
に
よ

り
、
町
が
振
込
口
座
等
を
把
握

し
て
い
る
方
に
は
、
12
月
中
に

給
付
金
を
お
振
り
込
み
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
の
方
で
、
支
給
対
象

と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
の
ご

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
期
限

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限

　
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

※
令
和
４
年
３
月
生
ま
れ
の
児

童
分
に
つ
い
て
は
、
出
生
届
提

出
時
に
窓
口
で
ご
案
内
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

-13-

◆
税
目
　
　

　
町
県
民
税
（
第
４
期
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

◆
納
期
限
　

　
１
月
31
日
（
月
）

※
納
期
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

督
促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

　
　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

-14-

　「
公
的
年
金
等
源
泉
徴
収
票
」

と
は
、
前
年
中
に
老
齢
ま
た
は

退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
給
し
た
方
に
、
受
給
な
さ
っ

た
年
金
の
金
額
や
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
等
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
の
書
類
で
、
毎
年
１
月

に
、
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
、

ご
自
宅
宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
例
年
、
１
月
中
に
は
お
手
元

に
届
く
よ
う
発
送
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
万
が
一

「
源
泉
徴
収
票
が
未
着
で
あ
る
」

「
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
の

場
合
は
、
年
金
事
務
所
に
て
再

交
付
が
で
き
ま
す
。
お
電
話
で

も
再
交
付
の
受
付
が
で
き
ま
す

の
で
、
田
辺
年
金
事
務
所
に
お

電
話
で
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
以
下
を
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
お
電
話
を
い

た
だ
く
前
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

（
再
交
付
が
必
要
な
方
の
）

・
基
礎
年
金
番
号
と
年
金
コ
ー
ド

・
お
名
前

・
ご
住
所

・
生
年
月
日

・
年
金
を
お
受
け
取
り
の
金
融

機
関
名
と
支
店
名

・
配
偶
者
の
方
の
お
名
前
と
生

年
月
日

※
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
再
交
付
し
た
源
泉
徴
収
票
は
、

後
日
、
ご
自
宅
宛
て
に
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　（
お
急
ぎ
の
場
合
で
、
事
務
所

に
て
直
接
受
け
取
り
を
ご
希
望

な
さ
る
場
合
は
、
ご
本
人
様
を

確
認
の
上
、
再
交
付
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ご

本
人
様
を
確
認
す
る
た
め
、
運

転
免
許
証
等
を
ご
提
示
い
た
だ

く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

代
理
の
方
が
お
越
し
の
際
は
、

ご
本
人
様
が
作
成
し
た
委
任
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際

は
必
ず
事
前
に
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

・
各
共
済
組
合
が
支
給
し
て
い

る
年
金
の
源
泉
徴
収
票
は
、
年

金
事
務
所
で
は
再
交
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
支
給
を
行
っ

て
い
る
共
済
組
合
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
つ
い

て
は
、
課
税
対
象
で
は
な
い
の
で

源
泉
徴
収
票
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

田
辺
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
２
４
‐
０
４
３
２

令
和
３
年
分
公
的
年
金
等

源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

今
月
の
納
税

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

必
ず
お
伝
え
い
た
だ
く
こ
と

い
ず
れ
か
一
つ
お
伝
え
い
た
だ
く
こ
と

田
辺
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ



お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
11
月
分
）

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
１
月
17
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
１
月
18
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中

で
、
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し

て
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
の

現
金
給
付
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
福
祉
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
尾
　
龍
哉

山
本
　
亜
美
市
ノ
瀬

岩

田

｛

（
友
海
・
利
沙
）　

（
貴
哉
・
あ
り
さ
）

（
寛
・
早
紀
）　
　

（
貴
敬
・
春
奈
）　

（
祐
太
朗
・
麻
由
）

（
慎
吾
・
奈
央
）　

（
亮
太
・
聡
子
）　

（
豊
彦
・
詩
央
）　

（
俊
・
真
由
）　
　

（
リ
ヨ
ウ
・
玲
奈
）

（
健
太
・
美
咲
）　

（
拓
志
・
麻
由
）　

南
紀
の
台

南
紀
の
台

南
紀
の
台

岩

田

兵
庫
県

岡
南
紀
の
台

上
富
田
町

大
阪
府

朝

来

生

馬

生

馬

橋は
し
の野

　
宇う
み海

谷た
に
も
と本

　
璃り
の暖

谷た
に
ぐ
ち口

　
楓ふ
う
ま真

東ひ
が
し　

　
優ゆ
ず杏

松ま
つ
だ田

　
彩さ
ら楽

脇わ
き
た田

　
芽め
い依

滝た
き
も
と本

　
　
蓮れ
ん

宮み
や
も
と本

　
奏そ
ら来

養や
ぶ父

　
陽ひ
い
ろ彩

濵は
ま
だ田

　
麗う
る
は羽

植う
え
も
と本
こ
こ
み

福ふ
く
も
と本

　
蒼あ
お
と人

朝

来

朝

来

朝

来

大
嵜
　
忠
進

中
井
　
　
收

平
　
美
代
子

81
歳

51
歳

91
歳

前月比
総 数 15,678 人 +18

男 性 7,489 人 +4

女 性 8,189 人 +14

世帯数 7,348 世帯 -1

上富田町の人口と世帯数
令和3年 11月末現在

-14-

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金

　
消
防
用
設
備
等
（
消
火
器
や

自
動
火
災
報
知
設
備
な
ど
）
は
、

い
つ
火
災
が
発
生
し
て
も
、
確
実

に
機
能
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
頃
の

維
持
管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
消
防
法
で
は
、
消

防
用
設
備
等
の
設
置
義
務
の
あ

る
建
物
の
関
係
者
（
所
有
者
・

管
理
者
・
占
有
者
）
に
、
設
置

し
て
い
る
消
防
用
設
備
等
を
定

期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果
を

管
轄
の
消
防
署
長
に
報
告
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

○
点
検
・
報
告
が
必
要
な
も
の

　
飲
食
店
、
物
販
店
、
旅
館
、

病
院
、
工
場
な
ど
で
消
防
用
設

備
等
の
設
置
が
法
令
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
事
業
所
で
す
。

○
点
検
及
び
報
告
の
期
間

【
点
検
の
期
間
】

　
６
ヶ
月
毎
に
実
施
　
　

【
報
告
の
期
間
】

☆
特
定
防
火
対
象
物
（
飲
食
店
、

物
販
店
、
旅
館
、
病
院
な
ど
）

　
▼
１
年
に
１
回

☆
特
定
防
火
対
象
物
以
外
（
ア

パ
ー
ト
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
）

　
▼
３
年
に
１
回

○
報
告
の
方
法

　
点
検
結
果
は
、
法
令
で
定
め

ら
れ
た
様
式
（
消
防
用
設
備
等

点
検
結
果
報
告
書
）
に
よ
り
、

上
富
田
消
防
分
署
に
２
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
署
で
の
事
務
処
理
後
、

１
部
を
返
付
し
ま
す
の
で
、
消

防
関
係
書
類
と
と
も
に
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
改
修
に
つ
い
て

　
点
検
の
結
果
、
不
良
箇
所
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
改

修
し
て
く
だ
さ
い
。

 

「
消
防
用
設
備
等
」
の
点
検
・

報
告
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

上
富
田
消
防
分
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・

救
助
）
は
、
局
番
な
し
の

１
１
９
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か

の
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
、

局
番
な
し
の
「
♯
７
１
１
９
」

番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　
　
２
２
‐
０
１
１
９
番
へ

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！
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　感染症対策として鼻水等が付着したマスクやティッシュ等のごみを捨てる際は、
次のポイントに注意して、ごみをだしましょう。

 ごみ収集車に積み込む際や運搬中に、袋が破裂し、使用済みのマスクやティッシュが飛び
散ることがあります。飛沫感染を防止し、安全に作業が続けられますよう、以下の点にご協
力をお願いします。

◎破裂を防止するために、ごみ袋の空気をぬいてください。
◎しっかりと袋の口が結べるように、ごみ袋の容量に注意して、ごみを入れすぎな
　いようにしてください。

広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.647

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

感染症の拡大防止対策へのご協力をお願いします。

上富田町指定ごみ袋に入れて、「燃えるごみ」の収集日に排出してください。

新型コロナウイルス等の感染予防のための

住民課　住民・環境班　☎０７３９-３４-２３７２問

ごみに直接触れない。
ごみ袋をしっかりしばって封をする。
ごみを捨てた後は、石鹸を使って、流水で手を洗う。

１
2
3

１感染防止のためにごみ袋の空気を抜いて、いっぱいに詰めすぎないよう、ご配慮をお願いします。

※マスクなど、ごみのポイ捨ては絶対にやめましょう！

ごみの捨て方

「ごみの出し方」についてのお願い「ごみの出し方」についてのお願い


